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Ⅰ 調査の概要                   

Ⅰ－１ 調査の概要 
 

１ 調査の目的 

市政や市民生活に関する市民意識等について，市民を対象にアンケート調査を実施し，旭川

市の市政運営やまちづくりの基礎的な資料にするとともに，「第８次旭川市総合計画」の進捗状

況を計る指標として活用する。 

２ 調査項目 

次の１３項目，４７問について調査した。 

（１）回答者のプロフィール     （７問） 

（２）旭川市に暮らしていて日ごろ感じること   （６問） 

（３）これまでの暮らしに対する評価と今後の重要度  （１問） 

（４）地域における活動について    （４問） 

（５）文化・芸術活動と生涯学習について   （４問） 

（６）健康と暮らしの安心について    （６問） 

（７）子どもたちの健やかな成長について   （４問） 

（８）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について  （２問） 

（９）環境に対する意識や取組について    （２問） 

（１０）災害時や緊急時の備えについて    （２問） 

（１１）旭川市役所の印象と市政情報の提供について  （６問） 

（１２）パートナーシップ制度について    （２問） 

（１３）まちづくりについての自由意見    （１問） 
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３ 調査方法

（１）調査対象地域 旭川市全域

（２）調 査 対 象 者 旭川市民のうち１８歳以上の男女３，０００人

（３）抽 出 方 法 住民基本台帳から地域別，性別，年齢層別人口比率を

考慮し無作為に抽出

（４）調 査 方 法 調査票の郵送によるアンケート方式（Wｅｂ回答併用）
（５）調 査 期 間 令和５年５月１２日～６月２日

４ 回収結果

（１）発 送 数 ３，０００人

（２）回 収 数 １，５２４人

（３）回 収 率 ５０．８％（＝回収数÷発送数）

５ 調査結果の表し方

（１）調査結果の数値は回答率（％）で示している。回答率の母数は，その質問項目に該

当する回答者の数であり，その数は Nで示している。
（２）回答者は特に明記しない限り，原則として各設問の無回答を含む回答者総数（副設

問では該当する回答者数）に対する百分率（％）で表している。

（３）百分率は小数第２位を四捨五入し，小数第１位まで表示しているため，回答率の合

計が１００．０％にならない場合がある。

（４）選択肢の中から複数選べる設問では，回答率の合計が１００．０％を超える場合が

ある。

（５）本文中では百分率を表示する場合，小数第１位まで表示するが，数値を比較する場

合は，「・・・ポイント高く（低く）なっている」などと表現している。

（６）本文中では，回答項目の分類を次のとおり定義した。

・「良い方」＝「よい」＋「まあよい」

・「悪い方」＝「少し悪い」＋「悪い」

※「良い方」は「よい」および「まあよい」の割合の小数第２位を四捨五入した値

の合計値，「悪い方」は「少し悪い」および「悪い」の割合の小数第２位を四捨

五入した値の合計値を表している。

（７）性別や年齢層別などの調査結果は，それぞれ無回答があるので，回答数の合計は全

体と一致しない場合がある。

（８）経年変化の比較を行うために，令和３年度旭川市民アンケート調査の結果を引用し

ている。
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Ⅰ−２ 回答者のプロフィール 

１ 性別 

回答者１，５２４人の性別を見ると，「男性」が６７５人（４４．３％），「女性」が８２２人

（５３．９％），「回答しない」が１７人（１．１％）「無回答」が１０人（０．７％）となって

いる。 

旭川市の人口３２２，５２７人（令和５年４月１日現在の住民基本台帳人口）の内訳は，「男

性」が１４９，６０９人（４６．４％），「女性」が１７２，９１８人（５３．６％）となって

おり，人口の男女比率と同じく女性の回答率が高くなっている。 

令和３年度調査と比較すると，性別の割合はほぼ同じとなっている。 

 

 

２ 年齢層 

回答者を年齢別にみると，「７５歳以上」が２３．８％と最も高く，次いで「５０～５９歳」

が１６．３％，「４０～４９歳」が１３．３％となっている。 

令和３年度調査と比較すると，５０歳未満の割合の合計は２．６ポイント低く，５０歳以上

の割合の合計は２．５ポイント高くなっている。 

 

  

44.3

43.3

53.9

55.5

1.1

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度（N=1,524）

令和３年度（N=1,691）

男性 女性 回答しない 無回答

1.2

5.1
8.9 13.3 16.3 8.1 9.7 13.2 23.8 0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和５年度（N=1,524）

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

1.1

5.9
9.3 14.8 15.4 8.5 10.6 13.0 21.1 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和３年度（N=1,691）

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答
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３ 職業 

回答者の職業構成比をみると，「無職」が２９．７％と最も高く，次いで「会社員，団体職員

など（経営者，役員を含む）」が２５．１％，「専業主婦・主夫」が１４．９％，「有職の主婦・

主夫（パートなど）」が１３．３％の順になっている。「学生」「農林業」「自由業」は少数であ

る。 

令和３年度調査と比較すると，構成比は同じような傾向を示している。 

 

４ 家族構成 

回答者の家族構成をみると，「２世代世帯（親と子）」が３７．９％と最も高く，次いで「１

世代世帯（夫婦のみ）」が３６．５％，「１人世帯（単身）」が１９．７％，「３世代世帯（親と

子と孫）」が４．５％の順になっている。 

令和３年度調査と比較すると，「２世代世帯（親と子）」が２．１ポイント減少しているのに

対し，「１世代世帯（夫婦のみ）」は１．５ポイント，「３世代世帯（親と子と孫）」は０．８ポ

イント増加している。 

 
 

19.7

20.0

36.5

35.0

37.9

40.0

4.5

3.7

0.8

0.3

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度（N=1,524）

令和３年度（N=1,691）

１人世帯（単身） １世代世帯（夫婦のみ） ２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫） その他 無回答
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５ 出生地 

回答者の出生地をみると，「旭川市」が５３．３％，「ほかの市町村」が４６．３％となって

いる。 

令和３年度調査と比較すると，「旭川市」の回答率が２．１ポイント高くなっている。 

 

 

 

６ 通算居住年数 

回答者の旭川市における通算居住年数は，「２１年以上」が８２．５％と最も高く，次いで

「１０年以上２１年未満」が８．７％となっている。 

令和３年度調査と比較すると，「２１年以上」は２．４ポイント増加しているのに対して    

「１０年以上２１年未満」は１．０ポイント低くなっている。 

 

  

53.3

51.2

46.3

47.4

0.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度（N=1,524）

令和３年度（N=1,691）

旭川市 ほかの市町村 無回答
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７ 住宅の種類 

回答者が住んでいる住宅の種類は，「持ち家（一戸建）」が６９．８％と最も高く，次いで「民

間賃貸（アパート等の集合住宅）」の１７．３％の順になっている。 

令和３年度調査と比較しても，ほぼ同じ傾向を示している。 

 
 

８ 居住地域 

今回調査では，旭川市内を１５地域に区分し，集計を行った。各地域への調査票発送数は，

母集団の人口の割合に応じて決定しており，母集団は，令和５年４月１日現在の住民基本台帳

人口による。 

全体の回収率は５０．８％となっており，令和３年度調査より５．６ポイント減少している。 

地域別に見ると，「北星地域」が５６．６％と最も高く，次いで「東光地域」が５５．１％，

「緑が丘地域」が５２．６％となっている。 

 

地域名

中央・新旭川
豊岡
東光
北星
末広
春光

春光台・鷹の巣
神居
江丹別
永山
東旭川
神楽
緑が丘
西神楽
東鷹栖

（居住地不明）
合計

152

359
218
437
290
255
144
104
274
17
380
12013,009

16,562

38,735
23,551
48,146
31,277
27,439
15,351
11,181
29,652
255

40,978

50.8
ー ーー

18,626
2,787
4,978

1,524

175
27
48 25

52.6
51.9
52.1

50.0

46.2
42.7
55.1
56.6
51.0
50.7
49.0
51.1
35.3
51.1
49.2

194

322,527
ー

発送数（人）母集団（人） 有効回答数（人）

3,000

130
73
51
140
6

59
76
92
14

回答率（％）

166
93
241
164
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地域区分は，下表のとおり「地域まちづくり推進協議会」の所管区域に基づいている。なお，

令和３年度調査における地域区分との差異はない。

【今回調査の地域名と対象地区市民委員会】

【地域区分図】

※地域別の境界は，実際の地域まちづくり推進協議会の地区割りとは異なる場合がある。

地域名

中央・新旭川地域

豊岡地域

東光地域

北星地域

末広地域

春光地域

春光台・鷹の巣地域

神居地域

江丹別地域

永山地域

東旭川地域

神楽地域

緑が丘地域

西神楽地域

東鷹栖地域

※東鷹栖北地区市民委員会は，平成３０年３月末日に解散している。

対象地区市民委員会

西，中央，大成，朝日，新旭川

新豊岡，豊岡，愛宕

啓明，東光，東光南，東豊中央，東部東光，千代田

北星，旭星，旭星西，川端，近文東，近文西，春光町

末広中央，末広，末広東

春光西，春光中央，春光東

春光台，鷹の巣福祉村

神居中央，神居東，台場，忠和，神居雨紛，西神居

江丹別，嵐山

東鷹栖中央，東鷹栖東，東鷹栖西，東鷹栖北※

永山第一，永山南西，永山南，永山第三，永山第二

東旭川中央，旭正，日の出倉沼，桜岡，豊田，米原瑞穂

神楽本町，神楽宮前，高野，神楽岡

旭神，神楽岡東，緑が丘，西御料地，緑が丘東

西神楽地区瑞穂，西神楽地区中央，西神楽地区聖和，西神楽地区千代ヶ岡

春光台・鷹の巣

東鷹栖

江丹別

神楽

神居

西神楽

緑が丘

豊岡

中央・新旭川
永山末広

春光
北星

東光 東旭川
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